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生徒の興味・関心を高
め、「わかった」「できた」
を実感できる授業の実践

2

Chromebookを有効活用
した授業の工夫

3

一人ひとりの生徒が自身
の役割を果たし、自己有
用感を高める特別活動
の充実

4

自主性と責任感を育てる
生徒会活動、学級活動
の充実
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学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

　「基礎的能力をもつ有用な社会人の育成」
　   　　　 ・よき個人　　　・よき社会人　　　・よき職業人

○生徒の興味・関心を高め、「わかった」「できた」を実感できる授業の実践
○一人ひとりの生徒が自身の役割を果たし、自己有用感を高める特別活動の充実
○違いを認め合い、互いを尊重し、協力し合う生徒集団の育成

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

重点目標の達成に向けて、毎週の各教科会にお
いて授業実践に関する意見交換を行った。校内授
業研究会において、目標を意識した授業提案を行
い、研究協議においてその理解を深めた。また、
指導と評価の一体化を図るため、カリキュラムセン
ターに依頼して、評価・評定の研修を行った。学習
部からの研修では、川崎市学習状況調査の校内
分析研修会を開き、各教科で結果分析をスライド
にまとめ、授業の具体的な取組例をあげ、授業改
善をおこなった。

全ての教員が共通のテーマで授業に取り組み、教
科の特性に合わせて探究心を深め、主体的に学
習に取り組む姿勢の育成を図った。研修で行った
評価評定の内容を十分に理解して、Cの生徒に十
分配慮する授業改善ができた。また、市学習状況
調査の結果分析のスライドまとめを通して、週1回
の教科会の話し合う内容が深まった。全国学力調
査の生徒アンケートで「授業内容がよくわかる」は、
全国より３．４ポイントも上回った。一定の成果を得
たと捉える。

継続して「すべての生徒にとって、わかりやすい授
業の実践」を重点目標として、年3回以上の校内研
修を年間計画に入れる。また、4月の初めに、評価
評定の研修を行い、各教科内で、十分話し合い、
共通理解を行い、詳細な年間カリキュラムを立てさ
せる。カリキュラムセンターと連携して、拡大訪問、
リクエスト研修等の機会の充実を図る。

GSL担当教諭を中心に、ICT機器の活用能力が高
い教師の実践が広がり、それらを共有することで、
個々の教師の授業内での活用の機会が増加し
た。また、毎週1回行う教科会では、ICT活用の最
新情報や、学習効果が高い使用内容も必ず話し
あった。技術科教員が、情報教育の授業時に校内
研修を開き知識を広めた。

Chromebookを活用し、主体的に探究する力の育
成や、多様な意見に触れて学びを深める授業づく
りに取り組んた。生徒アンケートでは、
「Chromebookを授業で有効に活用している」に88%
の生徒が肯定的な回答をしている。

ICT機器を使った授業内容が、生徒の主体性を育
てる授業づくりにつながっているのか、しっかり検
証をする必要がある。学習部を中心に対策を練
る。学習室や自宅にいる生徒へのリモートによる学
習支援等について、さらに取組を工夫する。

学校行事等のねらいを明確にし、教職員で共有し
たうえで、一人ひとりの生徒がどのように成長して
欲しいか、目標を定めて指導に取り組んだ。体育
祭では、集団の一員としての自覚を高め、社会生
活や団体生活に必要な態度や能力を養うために、
3年生の応援団が主体的に活動できる環境づくり
を心がけた。合唱コンクールでは、協力と協調の重
要性を体験させるため、先生達の言葉がけや生徒
観察に力をいれた。文化祭では、生徒会を中心
に、生徒の運営力を育てるため、委員会活動の充
実を図った。

全ての教職員の協力のもと「生徒の良さを発見し
伸ばす指導・支援」に取り組むことができ、教職員
自己評価においてもそのような数値が示されてい
る。生徒アンケートでは「学校行事に進んで取り組
んでいる」に97％の生徒が肯定的な回答をしてい
る。「自分にはよいところがあり、学校生活の中でそ
れを発揮できている」に「そう思う」と回答は８１％
で、自己肯定感、自己有用感の醸成が進んでいる
と捉える。

今年度の成果を生かし、生徒たちの心の絆が深ま
り、一人ひとりの個性がさらに発揮される活動となる
よう、それぞれの生徒に活躍の場を設定して、生
徒の自己肯定感を高めていきたい。また、学校行
事のねらいを今の生徒の実情にあった形に修正し
ていきたい。また、生徒会を中心に、特別活動が
動くような教員の組織づくりにも力を入れたい。

特別活動指導部が中心となり、生徒会活動運営の
指導に取り組んだ。委員会活動、係活動において
も生徒一人一人の役割を明確にし、自主的に行動
する意欲や責任感の育成に全教職員で取り組ん
だ。

生徒アンケートで「自分の役割に責任をもって取り
組んでいる」と回答した生徒は９３％、「子どもが責
任をもって係、委員会活動に取り組んでいる」と回
答した保護者は８９％である。体育祭、文化祭、合
唱コンクールなどの行事で、生徒会や各行事の実
行委員会が中心となって、多くの生徒が主体的に
活動することができ、その様子を保護者の方々に
参観していただいた結果が数字に現れたものと捉
える。

継続して、生徒一人ひとりが自身の役割を自覚し、
責任感をもって取り組むことで、稲田中学校の一
員であることを自覚し、自己有用感が高まるように
指導ていきたい。



5

一人ひとりの生徒の立場
に寄り添う適切な支援、
公平な指導

6

違いを認め合い、互いを
尊重し、協力し合う生徒
集団の育成

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

３月1８日に学校運営協議会（コミュニティースクール）を開催し、学校関係者によ
る評価を行う。

今年度の重点目標を共有し、教職員一人ひとりが生徒の成長を願い、業務遂行に努めた成果として、
多くの生徒、保護者から高い評価をいただくことができたと捉える。この成果を次年度につなげ、課題と
思われる事項の改善に、全教職員で力を合わせて取り組んでいきたい。

年間３回の教育相談アンケートの実施や、教育相
談週間を設けるとともに、生徒指導担当と支援教
育コーディネーターより「日常的な生徒との対話に
基づく、注意深い観察と生徒理解」を定期的に指
導することで、生徒の変化を敏感に察知する体制
を整えた。

生徒アンケートにおいて「教師は適切な助言や支
援をしている」、「困っているときに教師は寄り添っ
てくれる」「教師は正しく公平に生徒を指導してい
る」に対して、それぞれ92%、9１%、94%の生徒が肯
定的な回答をしており、いずれも前年度よりさらに
数値が向上している。

生徒一人ひとりの悩みや困り感、課題について担
任が的確に把握し、学年、学校全体での情報共有
を行い、組織的に支援に取り組む体制づくりをさら
に推進する。

学級活動、道徳指導、総合的な学習の時間等を
通じて、人権尊重教育や多様性を理解する学習に
取り組んだ。また、学校行事等を通じて協調性の
育成に取り組んだ。

生徒アンケートにおいて「相手の気持ちを考えて
接し、良い友人関係を築いている」に97％の生徒
が肯定的に回答している。全校で同じテーマに取
り組む道徳授業を実施するなど、心の成長を促す
教材づくりの成果と捉える。

生徒会活動等を通じて生徒自らが主体となって、
互いを尊重し合う生徒集団づくりに取り組むことが
できるよう支援する。


